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層イ立 ・遺跡断面等の量IJぎ取り転写法



工法の侵略

遺肺において附I立を正しく把線しそれを正篠iζ記倍する乙とは~I臨調査の!.!4:のひとつであ

る.そうい勺た柑f立の記Hは、多くの場合、主測や写真鎌膨iζ朝令ているのが現状である。乙

れら刷{立や追跡断面をうすく制ぎ取り、布やパネル伝どに転写して室内iζ持ち帰るζとができ

れば.発掘後においても実物をあらゆる角度から相ままできる劫拠的伝記拙保!HJ;となる.さら

に.脳出や;n跡断i耐の検出状態を正幅広転写できるので‘先制iζ世'1'しはい第三占K対して遺

跡を説明する財合、臨場感Sζ溢れた好百科ともなる.

ヰtl.ま平城Id跡r何回の壬生門周辺の築地断而を刺ぎ取り、パネルに姐りつげて蝿示Lている

もので :M醐凶や写tlf.iどとともにJJi示室の壁面を肺り、担場の状躍をそのまま再現した。ζ

の干訟は、断flliだ砂で俗〈半fiiiIとも応問できる乙とはいつまでもない。

ヨレiセンターでは 遺跡の断ifnを合成樹脂でうすく陪叫に鋭化L、制き'IN勺て転写する筏術を

開発した。ζのようfJ.JJ訟は ヨーロッパや日本でも一部:.M施されているが.わカq到のすべて

の泡跡iζ応川できるものではむかった.遺跡の状態i季、 一般の地質摘出にみられるA仙台とはや

やyt/J.り 1_lirn由Hーじゃill物の臨篠田ように硬く叩き蹄められたもの、仲倒闘の;n跡にみられ

る砂賞制や紡上岡かり成今ているもの、さらには、U忽のようiζ比般的枚目でポーラスは状態

の断Ifnl，iど.転写の障のよ嶋の条件は 定しない.近年、著しく榊加している揖地41?の趨跡は

多以白水分が古まれており、通常のノi法では通用しむい。また.水Sζ俗じむ性質の合成樹脂で

'~IUIJJが崩〈 使い版築を転写する材軒とLては適当ではt、.転写の誼術は 乙れらのよ古条

件をすべて繍たすものではげれば伝らず‘遺跡を栂成する上療の物性や古水鼠はどを正しく把

出し、それぞれの条件iζ見合う材料を進備に選出し、工訟を崎時する乙とが肝盟である.

ぷりでは ちセンターでお乙むっている制ぎ取り転写の工法を特集した.現在‘想定できる

遺跡のあらゆる条件K対応できるよう その材料と工訟を解説したつもりである.しかし、近

い将米において、より劫*的1，，;<<*'1ゃ工法が出製する乙とも 1分子怨できる。いずれにしても

使附する合成樹脂の逃:.i:が正しげれば どん低条件の製助ででも胞工できるものであり.各地

で御利川闘えればおいである.

平様宮2・歪集門周辺の蜂網島断面 同細部の包含;t物
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作章工程 I(司区制.合成樹脂の噌布 ・吹f.!l

転写すべき範聞を決定Lたら、シ令ベルえまどを月H、て転写対象(fiiをできる回り平滑にむるよ

うていねい陀削り出す。 ζのとき.土器などの遺物が包古されていても、原則としてそのまま

の状態で践しておく.転写面にも土器江どがあらわれ.効出的なものとする ζとができる.え証

お‘のち"転写面の遺跡lζおげる位置磁認ができるよっ盟膜耐にマークをつりたり 断面に竹

くぎはどを埋め乙み指僚とする。

転呼範囲が決定し、その部分を平滑に盤降したら、乙の而tζ合成樹脂をうすく櫓布する.似!

111する合成樹脂は 土IIIの物性に応じて使い分けりれるよう司自備する.

1 硬く叩き締められたilI婦の断面などを転写するためには.強制な後E力を持つ合成樹脂

が必躍である。エポキシ系合成樹脂の「トマックJ(Tomack-NR商品名〉は、転写1111ζ特に醐

製したもので 1一分は傍若強度を持ち、転写LやすいようIC巡If{の柔軟性がそなわっている。

2 且緩や妙届むどのように比較的飲賀、もしくはポーラスは泡跡断面などの掛合には 接

着強置をあまり~，:t.Îとし紅い代わりに、 水区江じむ佐賀の合成樹脂が聾求される.ζの割の過

跡は握ヲている場合が多く.時には地下水h'噴出しているζともある.乙のよう信条件に対応

するには、イソシアネ ト化合物を主底分とする合成樹脂(商品名 サンプレンWE.三作化

成K.K、タケネー卜M402 武田業品K.Kなど}を利用するとよL、ただL.ζれらの合成樹

脂は水を古んだ上峨とはよくなじむが樹脂膜は伸び噌が大きく引姐り強度目憧れ伝いものが:l'

い。しかし、 方では握勺たよ鳩は軟賀状態にあるのが判通で、うすい届状iζ刺ぎ取る担If{に

は1分絶えられる強度があり.作車上の克陣は殆んどなL、。はお.乾燥後四収植を抑制するた

めに 合成樹脂にスサ江どを浪制したり ちらに.エポキゾ果合成樹脂〈トマックはど〉を揖

り屯ねて強度を憎すζとが必置は場合もある.

型E臨をIf.i成させる手法にはIiWß塗りのほか、 スプレーガyで噴き付りる方法も~えられるが、

作霊能事が良いE前、取り倣いや桂世面からの~雌が必盟とはる。江お転写した盟科を紬詰の

ように巻き取って保存したり 醐盟のょっtζバ不ルはどに叫りつげる匝示方法江ど.目的に応

じて合成樹脂「トマァクJの歓If{を調隻する乙とが可能である。

-云2写置の削り出し 合成樹砲の塗布
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作車工程 目 Uli打ち、制さ取り転写)

合成樹脂を物脱したあと、さらに強度を地すために術を幅りつ貯る.乙のとき.布全体が断

I師向D微妙t.([!!J凸tζ務者するよう位〈叩くようtζ仰しつηるのが艮L、.布の樋顕は、ガラスクロ
山 明

ス、ガ ゼ江どがあるが普通‘怒冷静〈目があらくてっすい師、麻の織物}が干経で鍛いや

すい。強度的iζはガラスクロスが級迎であるが、不必曜に盟く紅り、また、高価であるためす

べてに似;/11できるものでは江い.依存置料は、バ志ルiζ同盟するなど、転lH設さらに加工する

のが通常だから との布そのものは恒久的伝強度を必ずしも亜せず 宅内に鐙人されるまでの

保謹ができるものでよい.納輩のょっiζ巻き取ヲて保管する場合IC{j.，痛を数IJ(重ねて t-分な

後血rを持たせればよいが、現:M1C1j..iヰ而に僚や包宮iI物が突出している場合が普通信のであ
り、しばしば理機するのが予想される特錬江出合を除いて バネルなどに姐りつけて保官 l昆

，位するのが合間的である。

布打ちが絡qたら、さらに合成樹脂 fトマック」をの1のうえから換り、市を両面から合成樹

脂で被みζむようにする。ζの最終段階の樹脂倹闘が十分に乾鎌 硬化{トマックは常損で前

3-12時1m，サンプレンIVEは*"15-180分の範聞で硬化時聞を調整する乙とができる)Lたあ

とは、)Jまかせに制ぎ取るだけでよL、o ;n跡の断I{nIC.脆ij!:jt.(週明が露111している場合には ゾ

ャベルUどであらかじめ耳打ちした帽に柚って断耐をほぐすように刷し.制き.取りやすいよつ

にする.また、上嶋tζ水をしませて主らかくしてから制ぎ取る方法もある.型膜Lた合成樹脂

がi分に硬化しておれば、所定の上IIIは布面に悶躍されており、歓水LてA<世Lても土海が制

泌するよう俗化、佐は全く伝いo Jj-，硬化が不ト分で転写された土鳩が不足する峨告には、[.ij

じ位聞から t:.1lIをlil叙しておき、聾}巴の段階で繍俗つ ζとも可能である.
ζ田 ι怯では転ヰするI日闘の大きさに制限はないが週拠・ 展示 時行などをJf，.JM:した週当

'.大きさを決め.全面iζ塗脱 ・ ~;打ちのあと カッターはどで分断し いくつかにわりて刷会.

取る ζともで怠るo t.(お、転写dnは庄右が逆転しているので、7!欄図や写>1などとの闘合には

住EをjJ!するL 特tζ、平面を刷tY取る場合には誕且を削きやすい.必要』ζ応じて 何度正位

置に転写しはおす乙ともまたriJ能である.

布による裏打ち 土層の斜ぎ取り
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作車工程田 {水1<.仕上げ盤形)

転写盟料i主砲a面に必聾以外の土渇むどが付着している乙とが多いので.ζれを飲水で旋百・

除去する.転可而はすでにうすい扇状iζ硬化されており、水道水はどをか'"りの鈴いでふりか

げでも制緩する乙とは江い.

水旋後';1.そのまま舵燥させるだりでよいが一般に崩位、土慣の途い江どは湿勺ているほ

うが畠制しやすいので、イソソアネ ト系合成樹脂(商品名 サンコールSK 50・ミクニペ

イント K.K ) 江どをうすく魚住布する。そうすれば、 転写面は謂れ色を呈し.上嶋も鑑~Iζ布面

に凶足できる。伝お、制ぎ1111りの障に欠落した土器など属位断面tζ総出していた各組.物政は

との段階で揮者剤(エポキシ拒接着剤が良〈 、商品名 アラルダイトラピッド ・チパガイギ-

K.K、セメダインハイスーパー ・セメダインK.Kはどがある)を似!って悶躍する.

水洗したあと臼開舵燃する際に土器や石器江どはlfJ備しにくいが組必中IC.~化した遺物

は自制舵織させると主，üttt.í~形を生ずるため、 それぞれの材聞に応じた次のよう江保作処111!が

必聾である.

L ~ミ国;a物や観 Fなどが水自費貯 iζ近い状態で包吉されている掛合'"ふ ζれらを白賦乾総

すると厳しい収輔が起り、出土時の形態を苫しくI品位う乙とがあるので註Eし伝砂れば芯ら広

い.制ぎ取って水決Lたあと、全体を高分子物質のポリエチレングリコールなどを<<1111して硬

化する.部分的には熔剤で脱水Lたあと、合成樹脂をしみζませて使化するζともできる.

2. mまはどの場合iζ';1.すでに風化しでもろくなっている自がらやI(<fl伝どを・l'前、もL
くは事後κ適切は硬化処理が必要である.事前IC1;1.. 軍事里Lている部分を横llI:の低い遁呼I'.&:合
成樹脂{アタリル系合成樹脂バラロイド872)で硬化するとと念日I純であるが 制d'1政勺たあ

との転ヰ而IC.1;1.もろい部分がはお露出しているので、同輔のノJ法で'1'後の処里11も必要である.・2写lfuをバホル(ペュヤ合仮が安価で鰻儲)，ζ蝿りつけるには、植者剤と Lてエポキ γ耳町合
成樹脂〈商fJ，也 アラルダイトGY 1252) 10骨量刑 〈マイクロパルーンはどを利111)を加えて使

間する。凶示の段階iζi念、踊位を明砲にするために漏れ色を呈する合成樹脂を盟イr.する江ど.

E秋性のある加工 ・聾陪の工夫をζ らせば転写百科もいちだんと雌示抽出をあげるだろう。

..'写面の樹脂加エ ~布後の効果
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転写由実際

沖積 膚

~Irfil帽の週跡にみられる妙!'1Mで、
嗣位が明瞭にあらわれている.土演
は上方が佐燥しているが.下方には
枯上刷もみられ首長った状惣にある。

上UIが鮫も...勺ている脅町?に合わせ
て盟ホ位ウレタンプレポリマーを

主成分とする合成樹脂を舎のlL.1Ii 
(l医師静〉で鹿打ち ・強化をする.

fillcJ*の大きい合成樹脂は柔軟性が
あり、持品iζ針りまげるととができ
る。 転ヰI耐ζ i左側や包~遺物聞が突
出Lていないので1'!き取りが石I情。

蝿示の段階iζは.Iムヰ耐の畠き取り
がliJ能な町で.さらに仰を量ねて彊
而を補強L.柚挫のようにして鐙形
・加工すれば保管も容易となる。



腹富

転T;~H良面が高さ 2 メート J\I ， flll:大
幅20メートルの大型版E施。合成樹脂
の唾羽iifufi'が崎大で多人数が同時に
作車。吹付の投備があれば能衛的。

転写すべき全面に合匝樹脂の聖膜・

布打ちがie70面制が大きいので.
カッターナイフ忽どで分断して‘い
〈つかの転写面iζ分砂て制ぎ眠る。

貝忽

且岨の多(1.、制地mlζ所在:する。

ζの地合iζl志向庇に位置しているた

めに 常時、水が咽111している011が
らの縦割削はポーラスでbろL、

制ぎ阻勺たfi'IJdlioA<の噴出血が多
く 冷膜する合成樹脂の硬仕時聞は
作:J11ζAし主えはL斗到宜iζ、できる
だけ短いタイプのものを使用する.
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トマック (Tomack) 
N R -51 

サンプレン WE 

使用材料一覧

エポキシ系合成樹脂で、層位 ;ft跡断而f.どの制ぎ取り転写用に当
センターが調製Lたものであり.商品名 アラルダイ卜 GY 250 

(チパガイギ K.K)をベース』としている。;ft織の録件に応じて樹

脂自体の硬さを調整できる.臨鎮の転写面積 1平方メ トルを制ぎ

取るためには3-4kgを聾する.販売元 三恒商事K.Ko樹脂分 lk.

2.000円.硬化剤1同4，000円(樹脂分51C対して硬化剤 lを縫合〉。

観水性のウレタンプレポリマーを主成分とするもので.特iζ湿った

土頃や水がにじみでる週跡断面の硬化iζ有効。硬化時聞は5分から

180分のものまで額顕が盟日.三洋化成K.K割。 1h 900円。

アラルダイトラピッド 制返した包含遺物や様江どを転写面に後者するために世間。チ， -

アラルダイ卜 GY1252 
7ラルダイト HY837

，マラ ロ4ド 872 

サンコール S K50 

プ入りのタ イプが匝利で、樹脂分と硬化期lを等量世合して使う.チ

パガイギ:-K.K割。20α入りチュープの 1セヲト6曲円.同系の篠宮

舟!と して、セメダインハイ スーパーやポY ドク イックf.どがある.
転写したらのをパネルiζ瞳りつけるためiζ使用。傍若強i!tが優れ.

包古週明が相当に置い場合でも助裂がある.石炭俊樹脂劃のマイク

oパルーンを周いて土台車.樹脂分GY12521 kg2，000円、硬化剤H

Y8371kg4，OOO円(樹脂分 51ζ対して使化剤 2の割合で混合).

アクリル墨色直樹脂で、過明度が高く.耐候性iζ優れる.包吉よ置物

としての目がらや~，骨江どの強化に使問。 浴剤はトルエ ン、キシレ

ンはど。ロームアンドハス社副o 1 h2，500円(図形状で市臨)。

イソ ν7ネート系合成樹脂で、制ぎ取り後の転写面土壕の艶倍。ζ使

用。スプレ 方式で塗布すると土舗が溺れ色を呈し‘由也が明績に

似る.浴剤{;1;/ンナー.ミクニペイント K.K型o lkg3，OOO円。

寒冷静〈かんれいしゃ〉 伝写面の裏打ちゃ栂鍾のために使用.ガラスクロスにくらべて続厳

安価。ガぜなどよりも強く.級いやすい。 1平方メートル3却円。

~ 土層・.，写の筏道長t孟 各橿遺跡の実情に応じて積良してい〈必要がありま

す.当セ yターで俗、各制也で範工される障の材料事定や使用法に闘する間合

ぜをお受げするとともに、実結成果生どをお知らぜ下さるよう緑望します.
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